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Anandagarbhaの 神 秘 体 系

杉 木 恒 彦

瑜伽階梯のタントラを代表する学匠Anandagarbha(以 下,A)に 帰される多数

のテキス ト群に関す る総括的な研究は未だ初期の段階にあると言わ ね ば な らな

い｡そ れ らテキス ト群は,あ る特定のタソトラの注釈書 と儀軌の二種類に大きく

分類することができる。本稿では,特 に後者の儀軌所説の曼茶羅の成就法に着眼

し,そ れらを比較 ・整理すると共に,,更 にそこに見られ るある思想的傾向 特

にいわ ゆ る 「真実摂経(以 下,ST)」 と 「清浄 タン トラ (Sarvad urgatiparisodhanate-

jorajasya tathagatasya arhatosamyaksambuddhasya kalpa, Toh. 483/Ota. 116, 二種類

の 「悪趣清浄タン トラ」のうち成立の早い方,以 下DP)」 の関連付け に関す る考 え 方

―を
,分 類 の前 者即 ちタ ソ トラの注 釈書群 も参照 しつつ明 らかに したい。

上記の類の儀軌 としては, Vajrasattvasadhanopayika (Toh. 2518/Ota. 3341,

ˆÈ

下,VS)・ Vajrasattvodayanamasadhanopayika (Toh. 2517/Ota. 3340, 以下,VUS)・

Vajradhatumahamandalopayikasarvavajrodaya (Toh. 2516/Ota. 3339,

究会校訂梵本 ・和訳,以 下,SVU)

 

• Sritrailokyavijayamandalojayikaryatattvasama-

rahatantroddhrta (Toh. 2519/Ota. 3342, 以下,TVU) ・Prajnaparamitamandalop-

.ayika (Toh. 2644/Ota. 3461, ˆÈ‰º, PMU) • Srisarvadurgarisodhanamandalopayik-

.akrpavali (Toh. 2631/Ota. 3458,ˆÈ‰º DPK) • Sarvadurgatiparisodhanamandala-

-vidhi (Toh
. 2635/Ota. 3460,ˆÈ‰º DPV) • Sarvadurgatiparisodhanamahamandala-

sadhanopayika (Toh. 2630/Ota. 3457, ˆÈ‰º , DPS) があ る1)。VS・VUSは 金剛 薩

唾の,SVUは 金剛界大曼茶羅の,　TVUは 降三世大曼茶羅の,　PMUは 般若波羅

蜜多曼茶羅の,DPK・DPSは 普明曼茶羅の,　DPVは 九仏頂曼茶羅の成就法であ

る。VS・VUS以 外の上記の諸成就法には 「三三摩地」の分類解釈が施されてい

る。

　全体の次第構成に着 目した時に,上 記の諸成就法は大まかな構成はどれも似通

っているが,更 に詳細),に見れぱ,[A]:VS・VUS・SVU・TVU・PMU・DPK

/[B]:DPK・DPV・DPSの ニ グループに分類することがである。　DPKは 二つ

のグループの要素を持っている。
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[A]グ ループでまとめる理由は以上の如 くであ る。VS・ ⅦUSは 印言よりし

てST系 儀軌であるに,　VSは ⅦUSの 略本であ り,またVUSは 印言及び文章の大

部分がSVUに よく一致する。　SVU・TvUも 印言 と曼茶羅よ りして共にST系

儀軌であ り,ま たTVUは そのモデルであるST降 三世品には欠けている第一瑜

伽三摩地2)と鵜磨王最勝三摩地の記述3)が特にSVUと 類似する。また,(印 言の省

略の多い)PMUは 羯磨王最勝三摩地の記述4)が(如 来名を般若波羅蜜多としてはいる

が)特 にSVUと よく一致する。　DPKは 曼茶羅からすればDP系 の成就法だが,

第一瑜伽三摩地5)全体がSVU)に かなり類似 し,ま た編磨王最勝三摩地ではSVU

同様に諸尊の功徳事業が記 され てい る6)(他 の成就法には記されていない)。また,

SVU・TVU・DPKは 大瑜伽を説 く。 このグループは構成上の類似から互いに何

等かの関係があると考えられ るが,以 上の特徴 よりこれら諸成就法は特にSVU

との深い関係が想定できる。なおこの こ とは,SVUは 全体の記述が充実 してい

るのに対してそれ以外の成就法は時に印言 ・観想の詳細を省略して例えば 「五相

成身観」等の観想の項 目名のみを説いて済ます場合があ る こ とか らも想定でき

る。

[B]グ ループでまとめる理由は以下の如 くであ る。DPK・DPV・DPSは 全

て曼茶羅 ・印言がDP系 のものである(既 に述べたようにDPKはSTの ものも採用し

ている)。また,特 にDPVとDPSは 曼茶羅以外は全体的に構成 が か な り一致 し

てお り,ま た,DPVはBuddhaguhyaに 帰 せ られ るSarvadurgatiparis'odhanam-

andalavidhikrama (Toh. 2636/Ota. 3461) と同曼茶羅を説き,ま た構成も類似 して

お り,そ れらの間の関係,あ るいはDPを 儀軌構成する際の何等かの一般的なル

ールに従ってDPVとDPSが 構成されたことが想定できる。

以上は次第構成の形式面に着 目した分類だが,そ の内容面に着 目しても[A]

[B]三 グループにはやは り違いが見られる。[B]グ ループのものは,仮 に本稿で

は 「光明に よる諸事業(自 心臓の月輪に悪趣清浄根本マントラや諸尊の根本マソトラを

布置し,そ れより発せらる光明の広 ・斂によって,悪 趣を清め,有 情を心臓の月輪に鉤召

し灌頂を与えて清浄にする観想)」 と呼ぶ観察を主要なモチーフとしている。DPに

関するものでAに 帰され るtika(Toh.2628/Ota.3455)は,こ の観想を 「内心の

曼茶羅(nan sems kyi dkyil hkor)」 の観想 と呼び,DP全 体の文段分けの際に三

,三摩地と並んで採用して重視している。そ して,成 就法構成上では,[A］ グルー

プの成就法中で五相成身観の際の加持現証や羯磨王最勝三摩地の際の智薩唾達の

遍入と い った,STに 重要な大毘盧遮那如来遍入の観想を行 う箇所に関しては,
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[B]グ ループでは 「光明による諸事業」を割 り当てて工夫 している とい う相違

が見られる。なお,ニ グループに属するDPKは 第一瑜 伽三摩地ではいわ ゆ る加

持現証を採用 し,羯 磨王最勝三摩地では 「光明による諸事業」を採用 している。

ところで[A]グ ループのものは大部分がST系 であ り,そ うでないものもST

に基づ くSVUと(既 に述べたように)特 に密接な関係を有 している。[B]グ ルー

プはDP系 で あ る。 このことと今までの分析により,A成 就法群における,ST

とDPの 諸要素を結合 させよとする試みが特にDPKに おいて見られる。

更に,儀 軌ではなくタントラの注釈書に いても,A著 作群にはSTとDPを

互いに関連させ ようとする試みが同様に見られ る。例えば,Aに 帰 され るSTの

vyakhya(Toh.2510/Ota.3333)は,タ ソ トラの摂義 としてSTの タン トラ名に

即 しつつ因 ・果 ・勝義 の真実性 とな り般若 ・方便波羅蜜多にも摂せらる10の真実

を述べるが7),DPのtikaこ おい て も,タ ソトラの摂義 としてSTの タソ トラ名

に即したこれ と全 く同内容のものを当てている8)。

以上より,Aに 帰されるテキス ト群には,STとDPを 結合 させ る試みが観察

されることが理解できる。 ところで後代ネパールで作成されたもう一つの 「悪趣

清浄タン トラ」であるいわゆる 「九仏頂タソ トラ」では,ST系 とDP系 のA造

儀軌問の交渉が見られる9)が,STとDP間 自体の交渉はAテ キ ス ト郡の中に既

に明白に意図されていたものであると言える。

1)他 に は 極 め て 短 編 のMdyicadevasadhana(Toh.3661/Ota.4484)が あ る。

2) Toh, 67b1-77b7/Ota, 76a6-88a1. 

3) Toh, 81b4-6/Ota, 93a7-b2.

4)特 に, Toh, 250a6-b2/Ota, 267a6-b1.

5) Toh, 125a1-134b4/Ota, 148a1-159a5. 

6) Toh, 138a8-b5/Ota, 163b5-164a5. 

7) Toh, 26b7-27bl/Ota; 31b4-32a5. 
8) Toh, 8a7-b7/Ota, 9b3-10a4.

9)乾 仁 志 「仏説大乗観想曼拏羅浄諸悪趣経について」『印度学仏教学研究』37-21989,

p.829-834.を 参照。

<キ ー ワー ド>Anandagarbha,儀 軌,「 真 実 摂 経 」,「悪 趣 清 浄 タ ン トラ」

(東 京 大 学 大 学 院)
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